
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む NPO等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

７月４日（水）、標茶町雷別地区国有林の自然再生事業地で
雷別ドングリ倶楽部会員１２名と、当センターで就業体験実
習（インターンシップ）をしている京都府立大学生が参加し
て、今年度２回目の活動を実施しました。
今回の活動は、自然再生事業地で樹木観察用に設けた遊歩

道の整備（草刈り）と、雷別地区における動物の生息状況を
確認するための自動撮影カメラの設置を行いました。
遊歩道の整備では、歩道上に生えた広葉樹の幼木を雑草と

一緒に刈り取らないよう注意を払いながら作業を行いました。
自動撮影カメラの設置は、野生動物生息調査の一環として

実施するもので、初めにカメラの仕組みや設置方法など担当
者から説明を行い、カメラが誤作動しないよう周りの雑草な
どを刈払い、どのような動物が写るのかを期待しながら、３
箇所に設置しました。
また、カメラ設置のための移動途中に、これまでの雷別ド

ングリ倶楽部活動で植樹した苗木の生長を観察し、第２回目
の活動を終わりました。

ふれあいセンターでは、パイロットフォレスト及 ７月期の調査は、パイロットフォレストでは７月
び雷別自然再生事業地での野生動物の生息状況を把 ２日～７月２４日に別寒辺牛湿原を周回する林道の
握するため「野生動物生息調査」を実施しています。 周辺で自動撮影カメラ１４台、雷別地区自然再生事
この調査は、毎年２回（７月期と９月期）、自動撮影 業地では７月４日～７月２４日に、再生事業実施箇
カメラを使用して、パイロットフォレストと雷別自 所周辺で自動撮影カメラ３台を、動物の体温に反応
然再生事業地に生息するほ乳類等をモニタリングし、 して撮影することが出来るよう設定して設置しまし
当該地区の自然環境の状態を把握することを目的と た。
しています。 現在、調査結果については取りまとめ中です。
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７月２２日（日）、標茶町雷別国有林の自然再生事 なのか全く採取することが出来
業地に、一般公募で集まった市民２１名（一般１０ ず、シードトラップを撤去しま
名、ボーイスカウト釧路第６団カブ隊の小学生１１ した。
名）が参加して、第１回「森林アクティビティ講座」 植物の勉強会と外来植物の駆
を実施しました。 除では、外来種の言葉由来やど
今回の講座は、①「ハルニレの種子の採取とシー んな植物があるのかなどを学ん

ドトラップの撤去」、②「植物の勉強会と外来植物駆 だあと外来植物である「アラゲ
除」、③「ミズナラの巨木見学」を実施しました。 ハンゴウソウ（写真右）」の抜

きとりを行い午前の講座を終わ
ハルニレのタネ採取とシードトラップ撤去では、 りました。

今年５月に雷別ドングリ倶楽部第１回活動でハルニ 午後からは、林野庁の「森の
レの木の下に設置したシードトラップから種子を採 巨人たち百選」にも選ばれてい
取することにしましたが、ハルニレの種子が不作年？ る標茶ミズナラを見学しました。 ｱﾗｹﾞﾊﾝｺﾞﾝｿｳ ↑

↓ シードトラップを撤去する参加者 ↓ ｱﾗｹﾞﾊﾝｺﾞﾝｿｳの抜きとり作業 ↓ ミズナラの巨木の前で記念撮影

雷別地区国有林に自生する外来種（草本類）の一部を紹介します。

【ハルザキヤマガラシ】 【ヒメジョオン・ハルジオン】 【アメリカオニアザミ】
原 産 国：ヨーロッパ 原 産 国：北アメリカ 原 産 国：ヨーロッパ
開花時期：６月 開花時期：６月～７月 開花時期：８月

※ 日本には 1910年頃植物園で栽培 ※ ヒメジョオンは、1865 年頃に ※ 日本へは、北アメリカから輸入
されたという記録があるようです。 観賞用として導入され、ヤナギバ した穀物や牧草に混入して持ち込
河原や亜高山帯などの自然度の ヒナギクの名で呼ばれました。 まれ、1960 年代に北海道で確認

高い環境に定着しています。 ハルジオンは、1920 年頃に観 されました。 畑作物や牧草と競
賞用として導入されました。 合して減収をもたらし、鋭い棘で
現在は全国どこでも見られます。 家畜などを傷つけます。
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